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【地域活動・交流】 

●日中就労のために来館できない世代が利用しやすいよう

な工夫がされており、若い世代の施設利用や事業参加につ

ながっています。引き続き、相談しやすい環境づくりを進

め、ケアプラザが高齢者だけではなく、子ども・障害分野

の総合相談窓口であることの周知をお願いします。 

●区や関係機関とも連携しながら障害児者と地域とのつな

がりづくりを進めています。今年度は保護者同士の交流の

場を提供しました。 

●自主事業の参加者からボランティアを募り、福祉施設にて

ボランティアを実施しています。今後自主化を予定してお

り、ボランティア自身の生きがいづくりにもつながってい

ます。 

【生活支援】 

●協力事業者を増やしながら、継続して検討し開催してき

た協議体で夕食会を実現させました。 

●団体と空きスペースのコーディネートを行うだけでな

く、新たな担い手確保のきっかけを作り地域連携を深め

ました。 

●今後も協力事業者や指導者、地域住民との良好な関係を

ひろげていってください。 

【地域包括支援センター】 

●相談内容を適確に把握し、関係機関と連携しながら適切

な支援を行っています。孤立傾向や認知症高齢者、終末

期、精神疾患等、様々な相談も増えていますが、地域住

民や民生委員、あるいは、医療機関など関係機関と協力

し支援が行えています。 

●民生委員とケアマネジャーの連絡会を開催し、お互いの

役割を確認し円滑な連携のため情報交換を行いました。 

 また、ケアプラザ協力医来所時に相談室を開設し、地域

住民やケアマネジャーが気軽に相談できる体制を整え

ています。 

●昨年度の講座参加者へのヒアリング等の結果を踏まえ、

男性を対象にしたサロン「ろまんカフェ」の開催など、

５職種で協力し地域課題の具体的解決につなげること

ができました。 

●介護予防出前講座をきめ細かく実施しています。講師と

講座内容に工夫があり、地域の人材発掘にもつながって

います。また、キャラバンメイトの協力を得て、認知症

サポーター養成講座を開催し、認知症の理解を広げてい

ます。 

 


